






















（注 1）星野［I998a] , [ l 998b］。


























































（注3) Minsky [ 1975], [ 1982］。また，ポスト・ケインジアンとしてミンスキーの影響を
強く受けている経済学者に『金融恐慌一一戦後アメリカの経験』の著者ウォルフソンが
いる（Wolfson[1994] ）。彼は， ミンスキーの金融不安定性仮説をマルクスや， ミッチェ
ル，ヴェブレンらの資本蓄積ないし景気循環分析の中に理論的に位置付けると共に，そ
れを基礎に現実の金融危機を分析するという注目すべき作業を行っている。


































































































































































































































































































（注19)Kalecki [1991] , pp. 239-40. 
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